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協働事業活動報告書 

 

 

 
 

 

 

大和市イベントキャラクター ヤマトン 

 

大和市 市民活動課 / 大和市民活動センター 
 

市民活動のｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ「あの手この手」 

Solution(解決)の S を表しています。 
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令和５年度実施 協働事業一覧 
 

◆令和４年度提案事業（令和５年～７年度実施予定事業） 

 事 業 名 種類 協働事業者／市の事業担当課 頁 

１ 
障がい者と地域住民とのふれあい体験活動を

通じた共助・共生社会の実現を目指す事業 

市民 

提案型 

NPO法人大和市腎友会／ 

指導室、健康福祉総務課 
１ 

２ 
家庭訪問型子育て支援 

ホームスタート事業 

市民 

提案型 

NPO法人ワーカーズ・コレクティブ 

チャイルドケア／すくすく子育て課 
４ 

 

◆令和３年度提案事業（令和４年～６年度実施予定事業） 

 事 業 名 種類 協働事業者／市の事業担当課 頁 

３ ふれあいの森ドッグラン運営管理 
市民 

提案型 

結の会／ 

みどり公園課 
７ 

４ 
地域で支え合う「のりあい」を走らせ

よう 

市民 

提案型 

地域と市との協働「のりあい」／ 

街づくり総務課 
10 

５ 
生活に役立つ日本語の読み書きを学

ぶ「つるま読み書きの部屋」 

市民 

提案型 

NPO 法人かながわ難民定住援助協会

／国際・男女共同参画課 
14 

６ 
地域と学校の連携による大和市立渋

谷中学校学校開放事業 

市民 

提案型 

渋谷きんりん未来の会／ 

図書・学び交流課 
17 

７ 移動制約者の外出介助サービス事業 
市民 

提案型 

NPO 法人ワーカーズ・コレクティブ 

ケアびーくる／障がい福祉課 
21 

８ 移動制約者の外出介助サービス事業 
市民 

提案型 

NPO法人大和市腎友会／ 

障がい福祉課 
25 

９ 移動制約者の外出介助サービス事業 
市民 

提案型 

NPO法人たんぽぽ／ 

障がい福祉課 
28 

10 みんなでつくろう安心のまち事業 
行政 

提案型 

大和女性防犯会／ 

生活あんしん課 
31 

 

◆令和２年度提案事業（令和３年～５年度実施事業） 

 事 業 名 種類 協働事業者／市の事業担当課 頁 

11 大和市民活動センターの管理運営 
行政 

提案型 

拠点やまと／ 

市民活動課 
35 
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１.障がい者と地域住民とのふれあい体験活動を通じた 

共助・共生社会の実現を目指す事業 

 

事業名称 
障がい者と地域住民とのふれあい体験活動を通じた 

共助・共生社会の実現を目指す事業 

事業者 NPO 法人 大和市腎友会 

市担当課 指導室、健康福祉総務課 

提案分類 市民提案型    ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
      １３ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）： １３，６００円 

市担当課の執行額（注 2）：      ０円 

事業の目的 

① 小中学生という若い日に、障がい者が日頃感じていることや生き方を知り、

自分の健康や生き方、災害時の共助を考えてもらうため 

② 地域の防災訓練では、参加者に障がい者への災害時の共助と共生を考えて

もらうため 

事業の内容 

① 透析者が、透析による身体的、経済的、精神的苦しさや、健康がいかに大

事か、災害時自力での避難に不安をもっていることを、小中学生に知って

もらいたい、弱者への気遣いのお願いと共助を考えてもらう 

② 透析者が、地域防災訓練に参加し、参加者に身近な障がい者の存在を知り、

共助と共生の在り方を考えてもらう 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

2023/11/2 → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023/12/7 → 

（１）中央林間小学校４年４クラスとのふれあい体験 

  ・講師への依頼と日程確認 

  ・小学校に開催日の相談と決定 

  ・小学校に訪問し、実施内容について説明 

  ・小学校に講師名・ボランティア等の報告及び進め方

と時間の確認 

  ・事前学習として、中外製薬の「透析を受けられる患

者さん」の小冊子を持参する 

  ◆１１時３５分～１２時２０分で実施する 

   講師１名・ボランティア２名で対応 

（２）鶴間中学校２年４クラスとのふれあい体験 

  ・事前確認等は、上記の中央林間小学校と同じ内容を

対応する 

  ◆１１時４５分～１２時３０分で実施する 

講師１名・ボランティア２名で対応 

  ※下鶴間連合自主防災訓練は、令和５年度も中止とな

りました 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

①小学校は、健康と腎臓について、よくわかり

ましたと言ってくれました。 

②中学校は、腎臓の働きと疾患について、全員

が真剣に聞いておりました。 

腎不全・慢性腎不全になると、透析治療や腎移

植が必要となってくる説明をすると理解して

くれました。 

※腎臓と透析治療の関係について、理解してい

ただきました。達成です。 

（コメント）課名：指導室 

透析者の方の不安や苦しさを直接お聞きす

ることで、小中学生は、自分の身に置き換

えて、命の尊さに気づき、自分たちにでき

ることは何かを考えることができた。 

（採点） ５・４・③・２・１ 

（コメント）課名：健康福祉総務課 

避難行動要支援者支援制度の主管課として

本事業に対する情報提供等の対応は可能だ

が、今年度実施した事業の中での関わりは

なかった。 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

①講師が、透析患者なので、自分の経験談を入

れて話をしてくれたので、生徒たちは勉強に

なったと思います。 

②講師が、１クラス４０人前後で、「家族や身

近の方で透析治療をしている方がいます

か。」という質問をしたところ、１人の生徒

が手を挙げました。 

 身近に透析治療をしている方がおられるこ

とを再認識しました。 

（コメント）課名：指導室 

患者の方のご体調もある中で、学校に直接

行ってお話とふれあう機会をいただけるこ

とは、貴重な機会になっている。学校との

連絡も直接しっかりとっていただけた。 

（採点） ５・４・③・２・１ 

（コメント）課名：健康福祉総務課 

避難行動要支援者支援制度の主管課として

本事業に対する情報提供等の対応は可能だ

が、今年度実施した事業の中での関わりは

なかった。 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

①今年は、講師が１人で対応できた。昨年の中

央林間小学校では、講師が４人とボランティ

ア４人で対応していました。 

②講師が、パワーポイントで説明したので、生

徒の反応はよかったと思っています。 

 

（コメント）課名：指導室 

実施校にて、スケジュールどおりに実施で

きた。予算はなし。 

（採点） ５・４・③・２・１ 

（コメント）課名：健康福祉総務課 

予算はなし。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・4・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

①中学校の先生は、事前に質問事項を生徒たち

から聞いて、まとめていたので、大変助かりま

した。 

②両校とも、積極的に協力してくれましたの

で、感謝しております。 

 

（コメント）課名：指導室 

共生社会の観点から、児童・生徒にとって、

直接お会いして透析のお話をしていただけ

る貴重な機会は、今後も必要であると考え

る。 

（採点） ５・４・③・２・１ 

（コメント）課名：健康福祉総務課 

避難行動要支援者支援制度の主管課として

本事業に対する情報提供等の対応は可能だ

が、今年度実施した事業の中での関わりは

なかった。 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

①大和市のじん臓機能障がいの方は、全部で何

人いるのでしょうか。教えてください。よろし

くお願いいたします。 

②他の学校にも広げたいと考えておりますが、

透析患者さんで講師になっていただく方がお

られないため、苦慮しております。 

 

 

課名：指導室 

特になし。今後も事業者と連絡を密にとっ

て進めていきたいと思う。 

課名：健康福祉総務課 

じん臓機能で障がい者手帳１級をお持ちの

方は大和市内で 646人（R5.3.31現在）。 

令和５年度は地域防災訓練の実施もなく、

関わりはなかった。 

今後は、地域防災訓練の計画の動向を注視

し、事業者と事業展開を図っていきたい。 
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２. 家庭訪問型子育て支援ホームスタート事業 
 

事業名称 家庭訪問型子育て支援ホームスタート事業 

事業者 NPO法人ワーカーズ・コレクティブ チャイルドケア 

市担当課 すくすく子育て課 

提案分類 市民提案型  ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
     ４ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）： ９１４，７１７円 

市担当課の執行額（注 2）： ２００，０００円 

事業の目的 
家庭訪問型支援活動を推進し、子育て中の親の負担軽減、親子の精神的安定

を図る。 

事業の内容 

６歳未満の子どもがいる家庭に、研修を受けた地域の子育て経験者が、週に

１回２時間程度訪問し、傾聴や親と一緒に子育てや外出をする子育て支援ボ

ランティア活動。 

市等が実施する様々な子育て支援施策が上手に利用できない、支援が届いて

いない、支援の隙間で誰かの手助けを必要としている「気になる家庭（虐待

やトラブル等が発生していないが、ストレスの高い孤立家庭）」に支援を行

う活動。 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

R5.4.1～ 

 

   R6.3.31 

訪問ビジター数・・・２４名/３３名 

訪問オーガナイザー数・・・３名/３名 

 

利用申し込み件数・・・４８件 

実際に訪問した件数・・・４６件 

（うち双子がいる家庭・・・１０件） 

 

訪問回数・・・延べ４３５回 

 

ＨＶ（ホームビジター）養成講座 

R5.6.5（月）～R5.7.31（月） 

9：30～16：30 

参加者 7名 ＨＶ登録者 6名 

 

ОＧ（オーガナイザー）養成講座 

R5.8.26（土）～R5.8.28（月） 

オンライン 

R5.9.2（土） 

参加者 1名 ＯＧ登録者 1名 
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ＨＶ養成講座説明会 

R5.5.16（火）2名 

R5.5.18（木）3名 

R5.5.29（金）2名 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 

 

 

 

 

◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

利用した家庭のモニタリングをするとＨＳ（ホ

ームスタート）を利用している間、その後も孤

立感が和らぐ、又は解消されたとの声がほとん

どだった。 

 

（コメント） 

核家族化、地域の希薄化による中で、ボランテ

ィアが訪問することにより、子育て家庭の孤立

感を緩和することに役立っている。 

 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・４・③・２・１ （採点） ５・４・③・２・１ 

（コメント） 

利用者も訪問する側も、感染対策をしていても

コロナ、インフルエンザ、ＲＳウイルス等で予

定が順調に進まず滞ることが多かった。また、

夏の猛暑も活動を妨げた。 

 

（コメント） 

オンライン対応やマスク着用・アルコールの徹

底など、感染対策を工夫したが、利用者、訪問

者双方で感染者が出てしまうと、予定を延期せ

ざるを得ないこともあった。 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

今年度はОＧ養成講座も受講し、ＨＶ6名、 

ОＧ1名が登録された。 

 

（コメント） 

市の当初予算 200,000円で実施できている。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

利用者のほとんどが市の健診や保健師訪問に

よるＨＳの活動紹介を聞いて申し込みをして

いる。利用者の口コミよりもまだまだ市からの

アプローチが有効と感じる。 

また協働事業であることが信用度を上げてい

る。 

 

（コメント） 

同課内で行っている市の健診や保健師訪問を

する際に、活動の紹介を行った。また、育児相

談などの行政による支援につながった事例が

あった。 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

・必要とされる家庭へのＨＳの活動が届くため

の周知。 

・活動を支えるボランティア育成のための周

知。 

 

・市民への周知と利用者の増。 
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３．ふれあいの森ドッグラン運営管理 
 

 

事業名称 ふれあいの森ドッグラン運営管理 

事業者 結の会 

市担当課 みどり公園課 

提案分類 市民提案型   ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
    １７ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）： １１０，０００円 

市担当課の執行額（注 2）： ９９４，９５０円 

事業の目的 

犬のしつけとマナーの向上及び、犬と人との触れ合いを通して 

会員相互の親睦を図り、ドッグランの運営を介して地域社会に 

貢献すること。 

事業の内容 

会員登録説明会の企画運営（グリーンアップセンターにて３か月毎） 

毎月第３日曜日に犬同伴の公園清掃（夏季７・８月を除く。今期は９月も猛

暑のため中止とした。） 

ドッグランの運営及びイベント企画 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

 

 

 

 

2023.06.03(土) 

2023.09.03(日) 

2023.12.09(土) 

2024.03.03(日) 

 

 

2023.06.18(日) 

2023.10.15(日) 

2023.11.19(日) 

2023.12.17(日) 

2024.01.21(日) 

2024.02.18(日) 

2024.03.17(日) 

 

 

会員登録説明会（於；グリーンアップセンター研修室・

コミュニティセンター集会室） 

 

第 59回 11組 + 10名（参加者 + 役員） 

第 60回 11組 + 10名（参加者 + 役員） 

第 61回 13組 + 10名（参加者 + 役員） 

第 62回 10組 + 10名（参加者 + 役員） 

 

 

定期清掃 40名   終了後、場内整備及び役員会 

定期清掃 雨天中止 

定期清掃 35名   終了後、場内整備及び役員会 

定期清掃 40名   終了後、場内整備及び役員会 

定期清掃 雨天中止 ベテルギウスにて追加登録作業等 

定期清掃 43名   終了後、場内整備及び役員会 

定期清掃 67名 

 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

長年の課題であったルールやマナー問題、森林

エリアの整備、施設や備品の整備等、会員の協

力もあり、段階的ではありますが達成できてい

ます。 

登録会への参加者も順調に増え、行事や会場整

備等に協力的な会員も年々増えています。 

 

（コメント） 

草刈り等の会務への参加率やドッグラン利用 

時におけるルールやマナーについての不満の 

声が一部あったが、施設は綺麗に維持されてお 

り、行事等を通して会員相互の親睦を図ること 

ができていました。 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

定期清掃、草刈り等の行事は、多数の会員の協

力のもと実施できました。 

草刈りについては、日時や時間帯等、より多く

の会員の意見を取り入れ実施できたと思いま

す。 

数年前に導入した SNSについては、利便性を上

げるなど、会員への即時通知を可能にすること

が出来ています。 

 

（コメント） 

会場の予約や会員登録説明会を予定どおり実 

施できました。 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

草刈り時に必要な経費や施設の維持費は随時

購入していますが、今期も軍手やゴミ袋、草刈

りや定期清掃時の飲料水等、会員からの寄付も

多数あり助かっています。 

森林エリアの整備については、会員の協力のも

と、再利用品が調達できました。 

 

（コメント） 

予算の範囲内で、事業が実施できました。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

今期は臨時総会の開催、ルールやマナー問題な

ど、市役所との連携が密に取れて良かったと思

います。 

市役所は全体管理、結の会は実務と、担当部分

がはっきりしているので、連携が取り易く動き

易かったと思います。 

 

（コメント） 

市と結の会で役割が明確となっているので、ス 

ムーズに事業が実施できました。 

 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

以前から意見が上がっていた項目について、

諸々改善できたこと、また、森林エリアの整備

に関しても会員の協力が得られ完成に近づい

ていること等、実りのある 1年だったと思いま

す。 

今後も会員制の市民ドッグランとして、会員全

員がより一層マナーの向上に努め、人にとって

も犬にとっても心地よいドッグランにしてい

きたいと思います。 

 

草刈り等の会務の参加率に偏りがあることや、

トラブルがあった際の役員の対応が負担とな

っている点が課題となっています。 

運営や利用方法について結の会と意見交換を

していきたいと思います。 
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４．地域で支え合う「のりあい」を走らせよう 

 

事業名称 地域で支え合う「のりあい」を走らせよう 

事業者 地域と市との協働「のりあい」 

市担当課 街づくり総務課 

提案分類 市民提案型  ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
   １４ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1） ：        ３６６，０００円 

市担当課の執行額（注 2）：  ４６，３８４，０００円 

（内、バス事業者への委託費： ４５，５８４，０００円） 

事業の目的 
交通の利便性を高め、地域公共交通の新たな創出、地域のコミュニケーショ

ンを作り、住み心地良い地域づくりを目指す。 

事業の内容 
地域と市との協働により、支え合える移動手段を創出、運営と地域と地域住

民のつながりを深め、福祉、防犯、交通安全等への意識を深める。 

令和５年度 

事業実施の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

 

3月 27日（通年） 

4月 7日（金） 

4月 8日（土） 

4月 10日（月） 

4月 19日（水） 

4月 23日（日） 

4月 23日（日） 

4月 28日（金） 

4月 30日（日） 

5月 10日（水） 

5月 13日（土） 

5月 22日（月） 

5月 23日（火） 

5月 27日（土） 

5月 28日（日） 

5月 29日（月） 

6月 1日（木） 

6月 11日（日） 

6月 17日（土） 

6月 1/19/24日 

6月 25日（日） 

7月 3/15/17/24 

7月 30日（日） 

8月 23日（水） 

 

のりあいニュース No.154（4月号）毎月 1回発行 

街づくり総務課との打ち合わせ 

3号公園～西鶴間コミセン間のルート清掃 

いちょう並木～西鶴間 8丁目間のルート清掃 

鶴間駅～市立病院間のルート清掃 

文化北～上草柳ロータリー間のルート清掃 

西鶴間 3号公園～西鶴間コミセン間のルート清掃 

のりあい役員会（午後 7時～9時） 

のりあい運営会議（午後 2時～4時） 

添乗打ち合わせ 

3号公園～西鶴間コミセン間のルート清掃 

いちょう並木～西鶴間 8丁目間のルート清掃 

街づくり総務課と打ち合わせ 

のりあい運営委員会 

のりあい・ポラリス講演会参加 

R4協働事業報告会（シリウス講習室） 

西鶴間 8丁目～南林間 6丁目のルート清掃 

のりあい交流会打ち合わせ（午後 2時～3時） 

のりあい交流会（西鶴間コミセン 午後 1時～3時） 

運行ルートの清掃 

のりあい運行会議 

のりあいルート 5か所の清掃 

のりあい運営会議 

街づくり総務課との打ち合わせ 
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8月 28日（月） 

10月 11日（水） 

10月 13日（金） 

10月 16日（月） 

10月 27日（金） 

11月 29日（水） 

1月 19日（金） 

2月 16日（金） 

2月 25日（日） 

3月 19日（火） 

3月 23日（土） 

通  年 

 

のりあい会計担当と打ち合わせ 

のりあい今後について打ち合わせ 

他県からの視察対応 

乗り残しについて、市との打ち合わせ（下期資料） 

のりあい役員会（鶴間コミセン） 

街づくり総務課と打ち合わせ 

今後について街づくり総務課と打ち合わせ 

今後の運行等について、街づくり総務課と打ち合わせ 

定例の運行会議 

街づくり総務課との打ち合わせ 

のりあい役員会（令和 6年度に向けて） 

関係９自治会と関係強化、支援協力を図るため適時運行

状況等の情報提供、共有、理解を得る活動実施 

<令和 5年度事業実績のまとめ＞ 

（1）のりあいバス運行の実績 

・運行事業：大和市より相鉄バス㈱への委託による運行 

   ・運行日数：366日（平日 20便/日、休日 12便/日） 

   ・利用者数：30,500人（令和 5年度概数） 

（２）添乗支援活動・・・有償ボランティア 8人在数 

   ・平日運行便に乗車して、主に高齢利用者への支援活動 

   ・年間添乗便数：1580便数 

   ・年間添乗者延べ人数：448人 

（３）停留所を起点とした運行路上・周辺地域のクリーン活動 

   ・毎月全員で、全停留所を起点に実施 

   ・クリーン活動参加総延べ人数：143人 

（４）「のりあい」組織の議決・進め方、確認 

  ① のりあい役員会（のりあい推進事項の協議、最終承認） 

   ・年 2回開催 参加 延べ人数：32人 

（自治会長 18人、事務局 14人） 

  ② のりあい運営会議（運営上の基本事項の検討、協議） 

   ・年 3回開催 参加 延べ人数：21人 

 （自治会長 9人、事務局 12人） 

  ③ 担当者会議（毎月の運行状況確認） 

   ・年 12回開催 参加 延べ人数：108人 

  ④ 地域交流会（利用者、市担当者、自治会、事務局との懇談・交流） 

   ・6月 17日開催 参加人数：68人 

（５）街づくり総務課との検討、協議、確認実施 

   ・毎月１日発行の「のりあいニュース」の記事について、共に作成共

有して地域に広報し、周知を実施している。 

   ・原則毎月「のりあい」運行状況、地域状況等を相互に確認し、   

必要により検討協議を実施している。 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

・のりあいを利用し、外出の足となるツール、

地域の人々の交流等、定期運行の継続で、

実施できたことと感じます。 

・運行を担っていただいている相鉄バスは、地

域をよく把握していただいての安全運行に

より、地域の方々の外出の継続、買物難民

にならずに済むこと、知人との交流等、と

ても助かっていると痛感しています。 

・利用者の方々も、「のりあい」が定例運行さ

れていることへの感謝の気持ちを持ってい

てくださり、ありがとう等の言葉をよくお聞

きします。地域の方々の交流の場の一つとも

なっています。 

 

（コメント） 

・新型コロナウイルス感染症が落ち着きをみせ

たことに加え、運行本数が増加したことで、利

用者数が過去最高を超える見込みで推移して

おり、交通の利便性は高まっています。 

・添乗者の活動再開に伴い、地域のコミュニケ

ーション作りも行われています。 

・一部地域で乗り残しが発生していることは課

題と捉えています。 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

・便数増の工夫もしていただき、運行も安全を

第一としての取組に、安心して移動できる事

業になっていると感じています。 

・道路事情により、渋滞となり途中下車はでき

ないルールの中でも、運転士の方からの声掛

け、添乗の対応等で、安全運行を実施できて

いると判断しています。 

 

（コメント） 

・予定どおりに進められました。 
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・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

・予算内での実施をしていますが、以前よりも

車内での添乗の乗車割合を高くすることで、

安全にご利用いただける環境の保持ができ

ている実態があり、車内での半日対応の添乗

に、活動支援の上乗せができればと願ってい

ますが、地域での経費の生み出しは難しく、

市の年間 80 万円での予算の増額を希望して

います。 

 

（コメント） 

・家の建て替え等に伴いバス停を移動させる必

要が生じるなど、不測の事態はありましたが、

予算枠内で事業実施ができました。 

・今後のバス運転手の人件費の高騰等の課題も

あるため、対応してまいります。 

 

★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

・市との協働事業なくしては、安全なのりあい

の利用、地域内での交流等、広い意味での地

域の安全を充実している点の保持等、難しい

かと感じています。 

・地域の課題を共有し、事業活動資金について

相互理解と分担で、事業達成の大切さと効果

を確認しています。  

 

（コメント） 

・事業の棲み分けができており、協働事業とし

て実施することでスムーズな運営ができて

いると考えております。 

・活発な意見交換をすることで、意識の共有を

行うことができています。 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

・乗降が不安定な方々への添乗支援対応が今後

の課題です。 

・無償のボランティアでなく、一定の知識等を

持ち、利用者への対応をすることへの活動費

の対応の継続は、大切と考えています。 

・より充実されるようにと、市へも要望してい

ます。 

・利用者増と「乗り残し」対策のため、増車に

よる抜本的改善を継続して実施します。 

 

・乗り残し対策が十分であるとは言い切れない

ため、コミバス等を含めた市内交通の見直し

に合わせた新たな対策等について、引き続き

検討が必要だと考えています。 
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５．生活に役立つ日本語の読み書きを学ぶ「つるま読み書きの部屋」 

 

事業名称 生活に役立つ日本語の読み書きを学ぶ「つるま読み書きの部屋」 

事業者 ＮＰＯ法人 かながわ難民定住援助協会 

市担当課  国際・男女共同参画課 

提案分類  市民提案型  ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数  
      １４ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）：  １０，０００円 

市担当課の執行額（注 2）： １００，０００円 

事業の目的 

多文化共生社会の実現を目指して、同じ地域に住む日本人と外国人市民が相

互理解を深めるとともに、外国人学習者の日本語読み書きのスキルアップと

日本の生活・文化・習慣への理解を高めていく。 

事業の内容 

上記の目的を達成するため次に掲げる事項を行う。 

① 日本語教室の開催 

② ボランティアスタッフの育成 

③ 成果物の作成とホームページ公開 

④ SNSを活用した教室活動の紹介 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

R5/6/6 
第 1期資料検討会 

スタッフ 3名 市担当課１名 

R5/6/12〜27 

 

第 1期教室（生涯学習センター） 

受講生 6名 スタッフ 3名 

R5/8/8 

 

屋外活動(ブルーベリー狩り) 

学習者参加者５名 スタッフ１名 

R5/9/12〜26 
ボランティア研修講座（生涯学習センター） 

受講生 18名 スタッフ 3名 市担当課１名 

R5/10/17 
第２期資料検討会 

スタッフ 3名、市担当課１名 

R5/10/23〜

11/14 

第２期教室（生涯学習センター） 

受講生 7名 スタッフ 3名  

R6/3/13 
第３期資料検討会 

スタッフ 3名、市担当課１名 

R6/2/19〜3/4 
第３期教室（生涯学習センター） 

受講生が集まらず開催できず 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

第 3期講座は申込がなく、開催できなかった。 

ベトナム人研修生(サイゼリア)の研修期間が

終わって、帰国してしまい、昼クラスの受講生

も確保できなかった。 

前年度まで繰り返し受講していた学習者の教

室への参加辞退が多かった。外国人市民も日本

の社会情勢の影響があったのかと考えている。 

 

（コメント） 

第 3期を除いては受講生も集まり、講座を実施

することができ、日本人と外国人市民が相互理

解を深めるとともに、日本語読み書きのスキル

アップと日本の生活・文化・習慣への理解を高

めるという目的が達成出来たと考える。 

 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

第 3期は開催できなかったが、他は予定通り開

催できた。 

ボランティア研修講座では、外部の講師を招い

て講演ができて良かった。講座の受講者も前年

度より多い 18名で日本語教育に対する関心度

が高くなっていると考えられた。 

読んだり、書いたりを中心に教室を進めている

が、ボランティア日本人スタッフが不足してい

て、書くタスクの手伝いをきめ細かくするのが

難しかった。 

 

（コメント） 

外国人学習者への年間 3期（1期毎昼夜各 3回）

の講座と、ボランティア講座 1期（3回）の開

催に向けて年間スケジュールを立て、3期の講

座は開催できなかったが、ボランティア講座は

担当課も講義を行うなど、予定通りに実施する

ことができた。 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

事業は予算内で実施できた。 

 

（コメント） 

事業は予算内で実施できた。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

講座会場の確保や使用する機材の手配、受講者

募集などを担っていただき、教室の運営に集中

できた。 

 

（コメント） 

事業者と密に連絡を取り合い、講座の円滑な運

営を行うことが出来た。今後も連携をしっかり

と行うことで、市と事業者との協働による相乗

効果を高めていきたい。 

 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

「広報やまと」に講座開催のお知らせを載せて

いただいているが、第 3期講座では申込がなか

ったので、より広い外国籍の方々への教室の告

知を目指したい。 

英語でのお知らせの作成、メールやファックス

での申込を英語でもできるようにしたい。 

また、教室案内のチラシをエスニック料理店な

ど外国籍の人が集まりそうな場所に置かせて

もらえるようにしたい。 

日本人スタッフの減少や高齢化は進んでいる

が、ボランティア研修講座に参加して、その後、

講座の見学に参加してくれる受講生が何人か

いるので、その方々がスタッフとして残ってく

れるように努力する。 

 

今後は講座の周知を今まで以上に広く行うこ

とで、さらに受講生を増やして、盛り上げてい

くことが課題である。 

市としても、申込の方法等見直しを行い、WEB

上からの参加申し込みも可能にする等工夫を

していきたい。 

日本人スタッフの減少や高齢化は進んでいる

が、ボランティア研修講座には多くの方が参加

してくださっており、さらにその後の講座にも

見学に来てくださっている方々もいるため、ス

タッフとして残っていただけるよう、支援を行

っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 

 

６．地域と学校の連携による大和市立渋谷中学校学校開放事業 

 

事業名称 地域と学校の連携による大和市立渋谷中学校学校開放事業 

事業者 渋谷きんりん未来の会 

市担当課  図書・学び交流課 

提案分類  市民提案型   ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
     ２１ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）：      ３２，４１１円 

市担当課の執行額（注 2）： ５，０９６，２６２円 

事業の目的 

新しい公共の創造に寄与することを基本とし、地域住民の生涯学習を推進

し、交流できる居場所として渋谷中学校との連携のもと、活力ある住みよい

地域となることを目的とする 

事業の内容 

１）会議室、特別教室の市民への貸し出しなどを通じた市民活動の活性化事

業 

２）地域ニーズに基づいた生涯学習の推進支援事業 

   ・地域住民の生涯学習の推進、交流の場となる活動の支援 

３）下和田地区の児童館機能、子どもや保育者・中高生・一般などの居場所

としての事業 

   ・地域の人々の憩いの場、学びの場として日々充実した活動ができる

場を提供 

・閉校した下和田小学校の思い出を伝え、交流できる場の提供 

４）伝統文化・国際交流・環境配慮等に関するイベントの企画等 

   ①日本の伝統文化を伝えるため、地域の方の協力のもとに事業を実施 

   ②地域に生きる外国籍の方々との協力を基本として活動を推進 

   ③地域の方との協力や学校との連携の中で環境美化やリサイクル工

作、グリーンカーテン作りなどを実施 

５）情報発信事業 

   ・HP や地域回覧用の広報誌や小学生向けのお知らせなどを作成し情

報発信 

      ・いちょう団地への下和田の郷通信翻訳版の配布 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

 別紙のとおり 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

コロナ禍のような不定期の休館が無くなった

ことからか、子どもたちの来館も増え、人手が

足りないと感じることもある程だった。 

 

 

 

 

（コメント） 

令和 5年 5月に新型コロナウイルスが 5類感染

症に移行し、来館者数が増加した。 

年間を通してウクレレ教室や PCなんでも相談

室、おたのしみ工作など、様々な講座を実施し、

学校の生徒や地域住民の生涯学習を推進する

ことができた。 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

担当課からの紹介で「籐を使った作品作り」や

「四季学祭」にて工作などの事業も行えた。 

 

 

 

 

 

（コメント） 

広報やまと、下和田の郷通信(多言語版への翻

訳を含む)、ホームページを通して事業の周知

を行い、概ね事業を実施することができた。 

しかし、「大掃除」や「おしるこつくり」など

新型コロナウイルスの影響で中止した事業も

あった。 

 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

当初予定していたスケジュール通りに事業が

進み予算の範囲内で無事実施できた。 

 

（コメント） 

予算の範囲内で実施することができた。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

広報の翻訳を手配していただいたことや、担当

課を通じて新しく講師の方を紹介いただくな

ど、新しい事業を始めやすく助かっている。 

渋谷中学校や自治会の方々との協議など担当

課の調整によりスムーズに行うことが出来た。 

 

 

（コメント） 

下和田の郷が発行している「下和田の郷通信」

の翻訳を手配し、中国語版とベトナム語版の発

行を行うことができた。 

市の生涯学習ねっとわぁくに登録しているボ

ランティア講師を紹介することにより、「籐を

使った作品作り」のような新規事業の実施に繋

げることができた。 

 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

市の広報やまとの文化情報館が無くなること

で、事業の参加者を市内全域から募るのが難し

くなる。 

地域への事業開催の知らせをどのように展開

していくかが課題。 

災害時の避難所になる可能性もありその際の

対応など、再度確認しておく必要性を感じてい

る。 

 

新型コロナウイルスが第 5類に移行し、来館者

数がより増加することが考えられる。 

また、新型コロナウイルスの影響で中止した

「大掃除」や「おしるこづくり」などの事業に

ついても令和 6年度は行える可能性がある。 

引き続き利用者の安全を考慮しながら施設運

営や事業の実施に努めてもらいたい。 

来館者数の増加等に対応するため、令和 6年度

は市の負担金を増額し、平日一人体制を二人体

制に変更できるようにする。 
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自主事業

対象 事業名 曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 実施内容 回数 人数

ディスプレイ 不定期 2日

24日

｜

28日

1日

｜

9日

2日

｜

17日

季節にあわせた飾り付けを利用者と共に行

う（七夕飾りやクリスマス飾り等） 18 104

アレンジフラワー 土 23日 17日
花を使って自由に表現するアレンジフラ

ワー 2 16

デジタルクラフト 日
ＰＣを使った制作通じＰＣ使い方や遊び方

を学ぶ（ペーパークラフトなど） 41 219

マスコット帽子 土 29日 籐で編むマスコット帽子作り 1 8

かんたん工作 不定期

19日

｜

26日

3日

｜

21日

4日

｜

24日

季節に合わせたかんたんな工作 21 47

カレンダー作り 不定期
2日

15日

6日

｜

17日

1日

｜

7日

21日

25日

29日

2日

3日

5日

6日

｜

31日

4日

｜

28日

9日

｜

31日

子ども達と一緒に翌月のカレンダーを作成

し、フリースペースを飾りつける 39 165

かき氷 日 7日

22日

｜

29日

5日

｜

26日

スタッフと一緒にかき氷を作って食べる 7 78

スクリーンを使っ

て
日 子どもとスタッフの協力による映画上映会 40 265

四季学祭 火 1日 シリウスにて行う市民交流イベント 1 119

一般 布わらじ作り 木・金
22日

23日

スタッフが講師となり不要になった布を再

利用したわらじ作りを行う 2 20

共催事業

対象 事業名 曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 実施内容 回数 人数

切り絵あそび 土 7日
地域の人と参加者との切り絵を通じたの交
流の場 1 14

おたのしみ工作 日 2日 15日 3日 4日
季節に合わせた材料や作品作りを通して、
道具の扱い方なども学ぶ 4 40

書初め教室 木 4日 新年の書初めを行い落着きと集中力を養う 1 2

男の料理教室 日 25日 27日 12日 28日
成人男性が一人でも栄養のバランスのとれ
た食事が作れるような料理講習会 4 35

押し花 火 13日 14日
利用団体の方が講師となり、参加者が一緒
に押し花を通じて交流を図る場 2 14

ウクレレ教室 月(毎週) ウクレレ演奏を通じて音楽や楽器を楽しむ 10 76

ＰＣなんでも相談
室

第3(木) 20日 18日 15日 20日 24日 21日 19日 16日 14日 18日 15日 14日 市民や利用団体のＰＣスキルの向上 12 66

書道教室 木 4日 写経を通じ集中力や手先の感覚を鍛える 1 4

日本舞踊体験 日 24日
日本文化を知ってもらう「ちょこっと」日
本舞踊体験 1 35

健康普及 水 健康普及委員による、老化防止体操など 0 0

織り輪 火 31日 麻ヒモでの織物や裂き織り体験 1 7

さき織り体験 火 27日
不要になった布を最後まで使い切るエコな
教室 1 8

ポルトガル刺繍 木 28日
ポルトガル地方発祥の毛糸を使った刺繍、
手先の運動と、参加者の交流の場 1 6

スープ作り 日 中止 体に良いスープ作り

フラダンス教室 木(毎週)
3日

10日

17日

音楽にあわせて体を動かし、地域の人とフ
ラを通じての交流の場 3 3

支援事業

対象 事業名 曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 実施内容 回数 人数

中学生
サタデー・チャレ
ンジルーム

土
渋谷中学校の先生が行っている生徒への学
習支援

40 129

主に小
学生

一般

4月-6月毎週(月)

全10回

毎週土曜日

2023年度事業実施状況

毎週日曜日

毎週日曜日

主に小

学生

小中･
一般
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７．移動制約者の外出介助サービス事業 
 

事業名称 移動制約者の外出介助サービス事業 

事業者 特定非営利活動法人 ワーカーズ・コレクティブ ケアびーくる 

市担当課  障がい福祉課 

提案分類 市民提案型   ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
     ２０ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）： １４，０００，０００円 

市担当課の執行額（注 2）：    １７７，７７６円 

事業の目的 

ひとりでは公共の交通機関を使えない障がい児者や高齢者などの移動制約

者が、外出時の困難や不安を解消し、社会参加の促進が図られることを目的

とする。 

事業の内容 

福祉有償運送の位置づけ。主に車を使い、会員制、予約制で様々な要望に応

えて介助付きの移動サービスを実施。通院や入退院、通所、ショートステイ、

買物、墓参など。必要に応じて、ベッドtoベッド、車椅子に乗ったままでの

階段の乗降（複数人で対応）などにも対応。 

会所有：福祉車両４台（リフト式３台、スロープ式１台）、ストレッチャー、

フルリクライニング車いす、車いす（５台）、段差用スロープなど 

登録セダン：１３台、活動メンバー：２８人（内、運転会員２１人） 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

 

通年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 26日 

4月 27日 

4月 27日 

 

利用会員（移動制約のある高齢者や障がいのある方々）

に、主に車を使って介助付き移動サービスを実施しまし

た。 

昨年度からの継続利用会員：231名 

今年度の新規利用会員：145名 計：376名 

利用回数：6,604回 利用者延べ人数：4,266人 

（通院等 4,319回、通所等 700回、その他 1,585回） 

 

年中無休で電話番を配置。毎日メールで予定表を確認。

メール、LINEなども活用しながらメンバー間での意思疎

通を図り、毎月、定例会・理事会を開催し、課題解決な

どを図りました。 

福祉車両の定期点検・車検・修理。冬タイヤ装着。 

必要に応じて講習の受講、内部研修を実施しました。 

（安全運転管理者講習、運転技能研修など） 

 

黄色いレシートキャンペーンカード受取り 

福祉車両2台 冬タイヤから履き替え 

ハイエース貰い事故、修理 
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5月 12日 

5月 21日 

5月 29日 

5月 29日 

5月 31日 

6月 14日 

6月 25日 

7月 11日 

7月 9日 

7月 21日 

7月 22日 

 

7月 31日 

8月 4日 

8月 12日 

8月 17日 

8月 26日 

9月 2～16日 

9月 6日 

9月 12日 

10月 2～31日 

10月 4日 

10月 31日 

11月 12日 

 

11月 20日 

11月 23日 

11月 28日 

12月 6日 

12月 14日 

12月 25日 

1月 10日 

1月、2月、3月 

1月 18日 

1月 21日 

1月 24日 

2月 27日 

3月 1日 

ハイエースワイパーブレード交換 

第26回通常総会 

日揮福祉財団助成金申請（フルリク購入費として） 

大和市協働事業報告会 参加（2名） 

輸送実績報告書提出（街づくり総務課） 

運転技能研修 

運行担当者会議 

車両保険更新手続き  

認定運転者講習会受講（新人メンバー） 

地域公共交通協議会幹事会 出席 

学習会参加「断らない相談支援（座間市）はたらっく・

ざまの事例から」（3名） 

大和市福祉有償運送運営協議会 出席 

プロジェクトチーム打合せ 

フルリクライニング車いす入荷 

研修 ストレッチャー扱い方 

認定運転者講習会 講師派遣 

福祉車両 4台、それぞれの 6ヵ月点検 

料金改定のお知らせ発送 

民間の福祉車両助成事業申請 

新人（2名）の同乗研修 

共同募金協力（街頭募金は自粛） 

大和市障がい福祉施設等物価高騰対策支援金申請 

講習会受講「車いすで車両乗車”の危険「体験！ 姿勢で

変わる安全リスク」（2名） 

消費税中間申告・納税 

県央わくわくワークフェスタ参加 

ライフフリー助成中間報告 

共同募金協力（街頭募金は自粛） 

N-BOX 冬タイヤに履き替え 

福祉車両3台の駐車禁止除外指定更新手続き 

黄色いﾚｼｰﾄｷｬﾝﾍﾟｰﾝ報告書等提出 

福祉車両 4台、それぞれの車検 

学習会参加「W.Coとは」（2名） 

大和市障がい福祉施設等物価高騰対策支援金申請（下期） 

大和市地域公共交通協議会 出席 

大和市福祉有償運送運営協議会 出席 

『ケアびーくる通信 第 15号』発行 

 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

移動制約者の社会参加促進を目的とするとい

う共通認識をもったうえで、事業を遂行するこ

とができました。20 年来の継続の利用がある

一方、毎月 10名以上の新規利用の入会が続き

ました。この活動が必要とされていることを実

感します。今年度も多くの利用者や家族から感

謝の言葉を頂きながら、また、それ以上にこち

らが元気をいただきながら、活動を続けられま

した。 

（コメント） 

感染症の拡大が終息に向かう中で、続けて物価

上昇・価格高騰により大変厳しい運営環境とな

っていますが、事業者の運営努力により、新規

会員の獲得や、継続会員へのケアなど、この事

業のサービスを必要とする移動制約者（高齢

者・障がい者等）の方々に対し、長年の活動か

ら培ったノウハウを活かして、事業を遂行する

ことができました。 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

関係部署・事業者・ご家族との連絡を密に取り、

きめ細やかな、利用者に寄り添ったサービスが

提供できたと考えます。 

運転メンバー、運行管理者、事務局も歳を重ね

ています。新たな運転メンバーの参加が 4人あ

りましたが、専任で常時携われる担い手の不足

は恒常化しており、このままでは本会の活動の

継続か危ぶまれます。 

メンバーの拡充が喫緊の課題です。このため今

年度頂いた、ライフフリー助成を生かし、基盤

整備に特化したプロジェクトを立ち上げ、検

討・対策を進めています。 

（コメント） 

令和２年度から続くコロナ禍の影響を受けて、 

利用者が様々な不安を抱えており、それらから 

くる定期通院などの外出習慣が途絶えがちに 

なっています。しかしながら、移動制約者の行

動インフラの確保は非常にニーズの高い事業

であり、ケアびーくるを始め、福祉車両サービ

ス各事業者は非常に公共性の高い役割を担っ

ております。事業者は個々の利用者の状況をき

め細かく把握し、この事業を必要とする方々に

対して、必要なサービスを提供し事業の実施・

継続することに努めていただきました。 
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・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

インボイス制度への対応などもあり、料金の改

定を行い、10 月 1 日からは利用料金を外税に

しています。現場での混乱もなく進めることが

できました。 

民間の助成制度に応募し、長年使用していたフ

ルリクライニング車いすを更新しました。 

物価高騰および燃料費高騰に伴う、市の支援給

付金に応募し、受給しました。 

概ね予算内での活動ができました。 

（コメント） 

市は事業者に対して、車両維持のための負担金

を支出していますが、コロナ禍においては効率

面の低下による経費の増加もありました。さら

に追い打ちをかけるように、近年の物価高騰・

価格上昇により、収支面において非常に厳しい

状況下にありますが、感染症終息による利用者

の増加など社会環境の変化や、運営面での事業

者の努力を期待しております。 

 

 

★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

市から駐車場と備品の保管場所の提供を受け

ていることは、会の経営・運営・社会的信用上、

不可欠です。 

市内で開催された認定運転者講習会の受講終

了者の加入も 3名ありました。 

料金改定に際しては担当部署に多大なご尽力

をいただきました。感謝いたします。 

（コメント） 

広報やまとや障がい福祉課ホームページ、窓 

口で配布している「障がい福祉のてびき」に 

も案内を掲載し周知に努めています。事業者 

と行政それぞれが役割を果たしました。 

また、疑義が生じた際にも、事業者と市が連絡

を取り合うことで、課題の共有を図り、安定し

た事業が展開されました。 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

経過等にも記載しているように新規利用入会

は 145人、月平均にすると約 10人にのぼって

います。ここ数年続いている傾向です。 

重ねて記述しますが、メンバーの拡充が喫緊の

課題です。 

予てから要望していた市主催の運転者講習会

が来年度は実現するとのこと。感謝するととも

に、メンバー拡充に結び付くよう切に望んでい

ますが、受講者の確保は課題です。市の広報紙

での扱いが画一的な場合は先細りになった他

市の事例があります。この 6年毎回 20人以上

の受講者を確保している秦野市の事例（介護保

険料決定通知書等にお知らせを同封）等の周知

対策が重要です。 

引きつづき福祉有償運送を協働事業で実施す

る意味と必要性を勘案し、市との連携・理解が

より深まることを望みます。 

利用者とともに、事業者の構成メンバーも高齢

化しており、世代交代や新規のメンバーの確保

が急務であることは、本事業を提案いただいて

いる３法人ともに共通の課題であります。市担

当課として、法人の活動を、より多くの市民へ

理解を頂き知っていただくためにも、より一層

の周知に努めていきます。 

また、事業の担い手不足に関連する課題につい

ては、本課を含め関係部署と連携を図り、運転

者講習会を端緒として、メンバーの拡充につい

ての支援を考えていまいります。 
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８. 移動制約者の外出介助サービス事業 

 

事業名称 移動制約者の外出介助サービス事業 

事業者 特定非営利活動法人 大和市腎友会 

市担当課 障がい福祉課 

提案分類 市民提案型   ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
    ２０ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）： ３，０４５，５８０円 

市担当課の執行額（注 2）：   １７７，７７６円 

事業の目的 
身体障がい者・高齢者などの移動困難者が、外出時の困難や不安を解消し、

社会参加の促進が図れることを目的とする。 

事業の内容 

福祉有償運送事業者として、福祉車両と自家用車でサービスを促進。 

対象者は、介助なしでは、移動が困難な方で単独で公共交通機関の利用が困

難な方のお手伝い。 

令和５年度 

事業実施の経過 

 

 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

 

2023/1 

2023/5 

 

2023/5 

 

2023/年間 

 

2023/10 

2023/10 

 

 

 

 

 

 

大和市防災とボランティア展に参加する 

コロナ感染が弱まり、大幅に行動制限がなくなりました

ので、バーベキューの開催を試みました。 

令和 4年度協働事業・市民活動推進補助金事業報告会で

発表する。 

個別送迎を担当している、山桜会は、買物・旅行・お墓

参り・食事会等の送迎にも力を入れて推進した。 

赤い羽根共同募金を街頭で対応した。(3名) 

消費税の軽減税率制度に対応した。 

 

 

 

 

 

(注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ➄・４・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

山桜会は、身体障がい者や要介護者の利用者さ

んが、安心して通院できるよう、利用者さんに

寄り添ったサービスをしています。 

特に、乗降時には、キメ細かい介助ができまし

た。 

 

（コメント） 

感染症の拡大が終息に向かう中で、続けて物価

上昇・価格高騰により大変厳しい運営環境とな

っていますが、この事業のサービスを必要とす

る移動制約者（高齢者・障がい者等）の方々に

対し必要な対策を取ったうえで、長年の活動か

ら培ったノウハウを活かして、事業を遂行する

ことができました。 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ➄・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

コロナ感染が弱まり、移動制限がなくなりまし

たが、利用者さんにはマスクの着用と会話を控

えめに、ご協力をいただきました。 

ドライバーには、車内の換気等に注意をするよ

うに指導しました。 

 

 

 

 

 

（コメント） 

令和２年度から続くコロナ禍の影響を受けて、 

利用者が様々な不安を抱えており、それらから 

くる定期通院などの外出習慣が途絶えがちに 

なっています。しかしながら、欠かさず通院し

なければ生命にかかわる方など、事業者は個々

の利用者の状況をきめ細かく把握し、この事業

を必要とする方々に対して、必要なサービスを

提供し事業の実施・継続することに努めていた

だきました。 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・４・③・２・１ （採点） ５・４・③・２・１ 

（コメント） 

今期は、送迎料金の改定はできましたが、全体

的に物価・人件費の高騰があり、もう一度料金

の見直しが必須です。 

（コメント） 

市は事業者に対して、車両維持のための負担金

を支出していますが、コロナ禍においては効率

面の低下による経費の増加もありました。さら

に追い打ちをかけるように、近年の物価高騰・

価格上昇により、収支面において非常に厳しい

状況下にありますが、感染症終息による利用者

の増加など社会環境の変化や、運営面での事業

者の努力を期待しております。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか（※コメント欄に記入ください） 

事業者   市担当課 

（採点） 5・④・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

協働事業の報告会で、他の団体の報告を聞い

て、様々な協働のあり方を知り、担い手や人材

の不足等、どの団体にも共通して見られた課題

もあり、自分たちの活動を改善するヒントがあ

りました。 

 

 

 

（コメント） 

広報やまとや障がい福祉課ホームページ、窓 

口で配布している「障がい福祉のてびき」に 

も案内を掲載し周知に努めています。事業者 

と行政それぞれが役割を果たしました。 

また、疑義が生じた際にも、事業者と市が連絡

を取り合うことで、課題の共有を図り、安定し

た事業が展開されました。 

 

今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

山桜会として、車両とドライバーを増やし、多

くの利用者さんに安心して、利用していただけ

るように、検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者とともに、事業者の構成メンバーも高齢

化しており、世代交代や新規のメンバーの確保

が急務であることは、本事業を提案いただいて

いる３法人ともに共通の課題であります。市担

当課として、法人の活動を、より多くの市民へ

理解を頂き知っていただくためにも、より一層

の周知に努めていきます。 

また、事業の担い手不足に関連する課題につい

ては、本課を含め関係部署と連携を図り、運転

者講習会を端緒として、メンバーの拡充につい

ての支援を考えていまいります。 
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９. 移動制約者の外出介助サービス事業 
 

事業名称 移動制約者の外出介助サービス事業 

事業者 特定非営利活動法人 たんぽぽ 

市担当課 障がい福祉課 

提案分類 市民提案型   ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
      １７ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）： １，７００，０００円 

市担当課の執行額（注 2）：    ４４，４４４円 

事業の目的 

〇外出困難者への介助支援 

・障がい者・高齢者の移動制約者が外出の際の困難や不安感を軽減し安心し

て社会参加の促進がはかれることを目的とする。 

事業の内容 
〇特定営利活動有償移動サービス 

・介助付きの外出サービス事業を安定して提供すること。 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

(イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください) 

 

令和５年４月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月１０

日 

 

 

・送迎実績５５０件程度 

・スタッフ１０名 

・定例会（毎月月末開催） 

・総会（年１回） 

障がい者・高齢者など、一人では外出できない移動困

難者の方々に、外出する機会を得て頂きたいと考え、

これまで事業を実施してまいりました。 

我々の事業は、通常の公共交通機関の利用が難しい方

たちの貴重な移動手段として意義ある活動と認識して

おります。 

 

※現在運転会員６名で実施しています。 

稼働状況は、コロナ禍、インフルエンザ等における

影響により、病院、介護施設など、限られた範囲で

あり、未だ自粛を強く感じます。 

 

新料金改正説明会実施 

 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・４・③・２・１ （採点） ５・４・③・２・１ 

（コメント） 

コロナ禍による感染拡大において、残念ながら

新規利用者の増員が見込まれませんでした。 

 

 

（コメント） 

感染症の拡大が終息に向かう中、つぎは物価上

昇・価格高騰により大変厳しい運営環境となっ

ていますが、この事業のサービスを必要とする

移動制約者（高齢者・障がい者等）の方々に対

し必要な対策を取ったうえで、事業を遂行する

ことができました。 

 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・４・③・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

利用者の減少により収益が見込めず例年より

減収減益となる見込みだが、利用者にとって安

全で安心した外出サービスを提供できました。 

 

（コメント） 

令和２年度から続くコロナ禍の影響を受けて、 

利用者が様々な不安を抱えており、それらから 

くる定期通院などの外出習慣が途絶えがちに 

なっています。事業者は個々の利用者の状況を 

きめ細かく把握し、この事業を必要とする方々 

に対して、必要なサービスを提供し事業の実 

施・継続することに努めていただきました。 

 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

燃料費の高騰および車両の維持管理による負

担が増大していますが、収益減少を見込み事業

規模を再考しつつ、事業を継続することができ

ました。 

 

 

 

（コメント） 

市は事業者に対して、車両維持のための負担金

を支出していますが、コロナ禍においては効率

面の低下による経費の増加もありました。さら

に追い打ちをかけるように、近年の物価高騰・

価格上昇により、収支面において非常に厳しい

状況下にありますが、感染症終息による利用者

の増加など社会環境の変化や、運営面での事業

者の努力を期待しております。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

１. 福祉車両券、タクシー券による利用者、及

び事業者にとって、資金への援助と成って

います。 

２. 一部の車両重量税、駐車場の提供おおいに

助かっております。 

 

今後も事業者と行政が共通の目的意識をもつ

ことで円滑に事業を遂行できるよう努力しま

した。 

 

（コメント） 

広報やまとや障がい福祉課ホームページ、窓 

口で配布している「障がい福祉のてびき」に 

も案内を掲載し周知に努めています。事業者 

と行政それぞれが役割を果たしました。 

また、疑義が生じた際にも、事業者と市が連絡

を取り合うことで、課題の共有を図り、安定し

た事業が展開されました。 

 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

高齢化に伴い、若返りを図る必要があり、魅力

ある組織作りが望む所です。 

改善のポイントとしては、ドライバーや介助要

員の確保のため報酬の見直し、それを実現する

運賃改定が検討課題として挙げられます。 

（運賃改定については、R5.10月に実施しまし

た。） 

 

 

 

 

利用者とともに、事業者の構成メンバーも高齢

化しており、世代交代や新規のメンバーの確保

が急務であることは、本事業を提案いただいて

いる３法人ともに共通の課題であります。市担

当課として、法人の活動を、より多くの市民へ

理解を頂き知っていただくためにも、より一層

の周知に努めていきます。 

また、事業の担い手不足に関連する課題につい

ては、本課を含め関係部署と連携を図り、運転

者講習会を端緒として、メンバーの拡充につい

ての支援を考えていまいります。 
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１０. みんなでつくろう安心のまち事業 

 

事業名称 みんなでつくろう安心のまち事業 

事業者 大和女性防犯会 

市担当課 生活あんしん課 

提案分類 市民提案型   ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
      １４ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）：   ９，２８９円 

市担当課の執行額（注 2）： ５３２，０００円 

事業の目的 
防犯啓発や犯罪教育を協働事業者と協働で実施することにより、犯罪認知件

数の減少を目指し、安心して暮らせるまちをつくることを目的とする。 

事業の内容 

（１）防犯キャンペーン及びパトロールの実施 

（２）防犯に関する座談会及び講演会の開催 

（３）防犯広報資料の作成及び配布 

（４）子どもの見守り活動、防犯教室の開催 

（５）高齢者の被害防止活動と指導 

（６）その他の防犯活動への参加と情報の交換 

 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

 

2023.04.10（月） 

 

 

2023.04.14（金） 

 

 

2023.04.28（金） 

 

 

2023.05.13（土） 

   05.14（日） 

 

2023.05.26（金） 

 

 

2023.06.09（金） 

 

 

 

 

防犯の日キャンペーン 

啓発人数：150人、スタッフ：12人 

 

年金支給日振り込め詐欺撲滅キャンペーン 

啓発人数：200人、スタッフ：14人 

 

歓楽街（大和駅周辺）パトロール 

啓発人数：200人、スタッフ：13人 

 

大和市民まつり防犯キャンペーン 

啓発人数：1500人、スタッフ：13人 

 

歓楽街（大和駅周辺）パトロール 

啓発人数：200人、スタッフ：13人 

 

ロックの日防犯キャンペーン 

啓発人数：200人、スタッフ：11人 
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2023.07.04（火） 

 

 

2023.07.10（月） 

 

 

2023.10.11（水） 

 

 

 

2023.10.13（金） 

 

 

 

2023.10.27（金） 

 

 

2023.11.10（金） 

 

 

2023.11.17（金） 

 

 

 

2023.11.27（月） 

 

 

2023.12.22（金） 

 

 

2024.01.26（金） 

 

 

2024.02.20（火） 

 

 

振り込め詐欺撲滅キャンペーン 

啓発人数：300人、スタッフ：12人 

 

防犯の日キャンペーン 

啓発人数：200人、スタッフ：14人 

 

安全安心まちづくり旬間 パトロール出発式 

一日警察署長キャンペーン 

啓発人数：500人、スタッフ：12人 

 

振り込め詐欺撲滅キャンペーン 

一日警察署長キャンペーン 

啓発人数：500人、スタッフ：13人 

 

歓楽街（大和駅周辺）パトロール 

啓発人数：200人、スタッフ：15人 

 

防犯の日キャンペーン 

啓発人数：200人、スタッフ：11人 

 

イルミネーション点灯式、防犯キャンペーン 

一日警察署長キャンペーン 

啓発人数：500人、スタッフ：11人 

 

交番の日防犯キャンペーン 

啓発人数：200人、スタッフ：19人 

 

歓楽街（大和駅周辺）パトロール 

啓発人数：200人、スタッフ：13人 

 

歓楽街（大和駅周辺）パトロール 

啓発人数：200人、スタッフ：13人 

 

女性防犯会 研修（県警本部、海上保安資料館） 

スタッフ：17人 

 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 
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◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

 刑法犯認知件数は、前年に比べ増加しました

が、防犯キャンペーンや夜間の歓楽街パトロー

ル等を積極的に実施しました。 

コロナ禍の終息により駅周辺に人流が増え

たことから、多くの市民の皆さまに広く防犯に

関するキャンペーン等の活動が実施でき、市民

の皆さまの防犯意識の向上に少なからず寄与

しているものと認識しています。 

 

（コメント） 

残念ながら、本市の刑法犯認知件数は昨年

より増加してしまいましたが、コロナ禍の終

息により、駅周辺の賑わいが戻りつつある中

での啓発活動やパトロールは、犯罪の抑止、

市民の防犯意識、体感治安向上の一助となっ

ていると思われることから、協働事業の目的

は概ね達成されていると考えます。 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

 実施を予定していたキャンペーンやパトロ

ール、見守り活動などについては、予定した方

法により概ね実施することができましたが、協

働事業の目的を達成できるように、より効率的

で効果的な啓発手法について検討が必要と捉

えています。 

（コメント） 

啓発活動やパトロールを悪天候により、実

施できない日もありましたが、概ね実施する

ことができました。 

 

 

・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

当初購入を予定していたキャンペーン等の

際に配布する啓発物品の一部値上げもありま

したが、在庫などを活用し概ね予算内での活動

ができました。 

（コメント） 

予算の範囲内で、啓発活動等を実施するこ

とができました。 
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★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

 協働事業に参画することで、市を通じて他団

体との交流も生まれ、防犯活動の活性化や会員

個人の活動のモチベーション維持に繋がって

いると感じています。 

また、市と警察と連携することで、刑法犯の

発生状況や防犯に関する新たな知識が得られ

ることで、女性防犯会独自で実施する啓発活動

にも活かせ、結果として効果的な啓発活動の実

施に繋がっているものと認識しています。 

 

（コメント） 

 協働事業者の会員でもある地域の方と一緒

に防犯啓発活動の実施方法や夜間の見守り活

動を協働で企画し、実施していくことは、市

民の防犯意識、体感治安の向上に大きく寄与

する重要な取組みであると捉えています。 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

 刑法犯認知件数を減少させるためには、これ

といった特効薬はありませんが、私たちが継続

的に実施している啓発活動やパトロールは、時

間がかかるかもしれませんが、徐々に効果が現

れてくるものと考えています。 

私たちの活動は、市の協働事業に参画するこ

とで、活動意義も高まり、また、大和警察署や

他の防犯関係団体と連携することで、活動の効

果も高まると考えています。 

コロナ禍が終息し、駅周辺や公園などに賑わ

いが戻りつつあり、刑法犯認知件数も増加しつ

つある今だからこそ、活動を充実させていく必

要があると思っています。 

このことからも、より効果的な防犯啓発とパ

トロールの手法について検討が必要であり、ま

た、地域の方に働きかけ、女性防犯会員の増加

に努め、防犯の輪を大きくしていくことも重要

な取組みの一つであると考えています。 

 

駅周辺や公園などに賑わいが戻りつつあ

り、刑法犯認知件数も増加していることから、

より市民に注意喚起できる防犯啓発活動等の

手法について、検討が必要です。 

 また、今後も継続的に防犯活動等を協働で

実施していくことは、有意義であることから

も、協働事業者の会員増加に向けた積極的な

取り組みを期待します。 
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１１． 大和市民活動センターの管理運営 

 

事業名称 大和市民活動センターの管理運営 

事業者 拠点やまと 

市担当課 市民活動課 

提案分類 市民提案型   ・   行政提案型 

協働事業 

経過年数 
   １９ 年（令和５年度を含む） 

令和５年度 

決算予定 

事業者の負担額（注 1）： ２，７５３，３９６円 

市担当課の執行額（注 2）： ６，６９６，０００円 

事業の目的 
活動団体の居場所としての市民活動ブース「部室」や市民交流スペースを活

用して、活動の支援や様々な市民の交流を推し進める。 

事業の内容 

１．市民活動に関する支援として情報の収集と提供を行う。 

２．市民活動センターに集う人や団体の交流を図る。 

３．中高生やシニア世代などのボランティア活動コーディネート。 

４．市民活動団体と行政の協働の為、市民目線のアドバイスを行う。 

５．市民活動ブース「部室」を含むセンターの管理運営を行う。 

令和５年度 

事業実施の経過 

実施日時 
実施内容 

（イベント参加者数、スタッフ人数も概算でご記入ください） 

 

通年 

 

 

 

 

 

 

毎週 

 

隔週 

 

毎月 

 

 

 

 

イベント（適宜） 

 

 

 

 

 

 

管理受付業務 市民活動センター 

       市民活動ブース「部室」 

       会議室 

市民活動支援 相談・情報送受信・電子掲示・動画案内 

活動維持業務 ホームページ 

       金銭出納帳・収支チェック 

       業務日誌 

収支報告 

 

「FMやまと」～やまとっこ☆みつけた～ 

 

広報紙「あの手この手」 

ニュースレター（メール発信） 

来館者数・活用状況報告・ 

情報共有（拠点やまと会議・スタッフ会議） 

 

共育（ともいく）セミナー 

中高生ボランティア活動「このゆびとまれっ！」 

ベテルギウスまつり「カッコーフェスタ」 
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＜＜指数数字＞＞             （昨年度） 

・市民活動登録団体数            142団体 （168） 

・会議室使用回数           1,084回  （1,111） 

・会議室利用人数          6,812人  （6,612） 

・部室活動回数                1,288回 （1,266） 

・市民交流スペース使用人数(概数)  14,388人 （3,463） 

（注１）：事業者の負担額 ＝ 協働事業にかかった全費用 ― 市負担金 

（注２）：市担当課の執行額＝ 市負担金 ＋ その他協働事業に要した費用 

 

 

 

 

◆令和５年度の協働事業をふりかえり、自己採点し、コメントを記入してください。 

（５：できた ４：ややできた ３：どちらでもない ２：ややできなかった １：できなかった） 

 

・目的を達成することができましたか（目標設定） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

目先の忙しさで、中期企画や年間詳細計画を

年初に立てられない状態だが、逆に短期で行事

をやり遂げる体制は出来ている。 

登録団体や外部団体との交渉や話し合いの

機会も増え、市内に留まらず、活動にも広がり

が生まれてきた。 

 

（コメント） 

市民活動に関する相談者に対し、事業者から

「市民目線」でのアドバイスをしていました。 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の

位置付けが５類に移行されたことに伴い、市民

活動ブース「部室」や市民交流スペースの利用

制限が解除され、市民活動センターの本来ある

べき活動を積極的に実施していました。 

 

 

・予定した方法により事業が実施できましたか（実施手法） 

事業者   市担当課 

（採点） ５・④・３・２・１ （採点） ⑤・４・３・２・１ 

（コメント） 

従来の“外注なし”・“自分達でやる”を今期

も行い、出費を削ると共にスキルの向上も図っ

た。コロナ禍で経験したリモート業務、ZOOM

交信やハイブリッド会議など役立つものは引

き継いで業務に取り入れるようになった。 

 

 

 

 

（コメント） 

事業者に新たなスタッフも加わり、それぞれ

のスキルに着目した業務分担をしていました。 

昨年度に引き続き、ZOOM を活用した在宅勤務

や会議出席など、電子媒体を活用する工夫をし

ていました。また、中高生ボランティア活動「こ

のゆびとまれっ！」や共育セミナー、カッコー

フェスタのリアル開催など、事業実施していま

した。 
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・当初の予算のなかで、事業が実施できましたか（計画性） 

事業者   市担当課 

（採点） ⑤・４・３・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

会計科目・項目間でのやり繰りが多くあった

が業務遂行には支障のない実績報告ができた。 

新人やリモート業務の人達も含め、皆で仕事

量を調整しながら業務をこなした。 

全体では調整できたものの、人件費が大きく 

予算オーバーになったが克服できた。やはりプ

ログラム化による単純作業や繰り返しの多い

ルーチンワークを減らした事や仕事の効率化

が功を奏した。 

 

（コメント） 

管理費及び最低賃金の上昇に伴う人件費の

増加等により、厳しい状況ではありましたが、

調整や見直し等、効率的に業務を遂行するため

の工夫をし、概ね予算どおり事業を実施するこ

とができました。 

 

 

★協働による相乗効果がありましたか（協働の効果）、また、協働事業による実施のどのよう 

な点がよかったですか 

事業者   市担当課 

（採点） ５・４・③・２・１ （採点） ５・④・３・２・１ 

（コメント） 

協働として 双方の特徴、利点活用を意識し

て業務遂行をしている。 

協働の意味合いが年と共にずれて来て当初

の“企画会議”“合同セミナー”“システム導入” 

などは無くなり、お互いのワークロ―ド解消が

主となってきている。 

“市民相談”となれる経験ある市民活動セン

タースタッフの減少も一因と思う。 

 

（コメント） 

市民活動やボランティアの活動希望者等に

対して、事業者は市民目線のアドバイスを、市

民活動課は他課や関係団体への橋渡しや情報

提供を行うなど、協働により互いの強みを生か

した事業運営を行うことができました。 

事業実施のための必要な意見交換・情報共有

を行い、調整することができました。 

 

 

・今後の課題や改善事項等（自由記述） 

事業者   市担当課 

コロナ禍の時期も乗り越え、業務モラルを保

ちながら個人のスキルアップを試みている。 

スタッフ人数が少ない、新人が多い、高齢化、

体調問題など勤務は“半日ベース”の複雑なシ

フト体制を組んでいる状況である。 

市民活動ブース「部室」をはじめ、他にはな

い事務作業の多い市民活動センターとなって

おり、「収支報告」「金銭出納帳」「部室管理」

など各人がプログラムを作ってワークロ―ド

を緩和している。 

設立当時から“常勤者の居ない”アルバイト

形式時間給の体制を続けているが、これまでの

経験を活かしながら次期継続体制について考

える必要がある。 

 

事業者のスタッフの高齢化や人員不足、人材

育成等の課題がありますが、今後も事業者と一

体になって実施できる内容を検討し、市民活動

センターと市民活動課双方で調整・協力してい

きます。 
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協働事業に関するお問い合わせは 

大和市 市民活動課 

協働・ボランティア・県人会・市民活動支援係 

☎０４６－２６０－５１０３ 

 

大和市民活動センター 

☎０４６－２６０－２５８６ 
 

 

  


